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安全について
車両の運転，整備，修理時に発生する事故の大部分は，安全確保のための基本的なルールや注意事項を
守らなかったことが原因となっています。事故の多くは，あらかじめ考えうる危険状況を認識すること
によって未然に防ぐごとができるものです。作業者は，安全に影響を及ぼす恐れのある人的要因を含
む，潜在的な危険に注意しなければなりません。整備作業者はこれらの作業を適切に行うために正しい
工具と技術を使用し，専門の訓練を受けていなければなりません。

不適切な方法で車両の運転，給脂，整備または修理を行うことは危険で，重傷事故または死亡事故を招
く恐れがあります。

本製品の運転，潤滑，メンテナンス，修理については，その作業の実施が許可されており，運転，潤
滑，メンテナンス，および修理に関する情報を読んで理解していることを確かめるまで行わないでくだ
さい。

本書および車両上には安全上の注意事項が記載されています。これらに留意しないと，作業者自身また
は周囲の人たちが死亡または重傷を負う可能性があります。

これらの危険は「安全に注意を集中させるシンボル」およびそこに含まれる「標語」，「危険」，「警
告」または「注意」で識別されています。例えば次に示す「警告」で目立つように説明されています。

この安全警告記号は次のことを意味します。

要注意，危険防止，安全第一。

このシンボルに続いて，予想される危険の内容が説明文または図によって示されます。

製品を損傷する恐れのある運転操作については，製品上および本書内で “注意” ラベルにより明示されて
いる箇所に記載されています（このリストはすべてを網羅するものではありません）。

どこにどんな危険があるかを完全に予知することは，Caterpillarにとって困難な問題です。したがって
本書および車両に貼付したラベルに記載されている警告の内容も，必ずしもすべての場合を説明してい
る訳ではありません。作業場所特有の規則や諸注意等，その使用場所で本製品を運転する際に適用され
るすべての安全上の規則や注意事項に関して考慮したと確信できない場合は，本書の記載と異なる方法
で本製品を使用しないでください。 Caterpillarが特に推奨していない工具，作業手順，作業方法，操作
技術を使用する場合には，整備作業者は自分自身および周囲の人たちの安全を十分に確かめなければな
りません。また，その作業の実施が許可されており，使用する予定の運転，潤滑，メンテナンス，修理
の手順によって，本製品が損傷したり，安全性が損なわれたりしないことを確認する必要があります。

本書の説明，整備基準，および写真やイラストは，本書を作成した時点で利用し得た情報にもとづいて
います。整備基準，締付けトルク，圧力，寸法，調整方法，写真やイラスト等は常に変更されることが
あります。これらの変更は，製品の整備作業に影響を与えることがあるので，実施しようとする整備作
業について必要な情報を漏れなく集め，最新情報は，Catディーラから入手できます。

注意
この製品で交換部品が必要な場合，Caterpillarでは純正のCaterpillar®交換部品の使用を推奨していま
す。

他の部品は，純正機器の一定の仕様を満たしていない場合があります。

交換部品を取り付ける際，機械の所有者/使用者は，機械が依然として該当要件すべてに適合しているこ
とを確認する必要があります。

アメリカ合衆国では，排出ガス制御装置およびシステムのメンテナンス，交換または修理は，所有者の
選択によって，修理施設または所有者個人で実施される場合があります。
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はじめに

本本書書にに関関すするる情情報報

本書は、資料フォルダに保管してください。

本書は、安全、運転操作、保守整備で構成されてい
ます。

本書に記載されているイラストの一部は、ご使用の
製品とは多少異なる詳細の場合があります。

製品改良および品質向上のため常に設計変更を行っ
ております。そのため、ご使用の製品は本書の記載
と異なる場合があります。本書をよく読み理解し、
製品と共に保管してください。

ご使用の製品または本書の最新情報に関してのご質
問は、Caterpillar社特約代理店にお問い合わせくださ
い。

安安全全編編

本編では、安全に関する基本的な注意事項を説明し
ています。さらに、車両に貼付された警告マークお
よびラベルの内容と位置について明記しています。

運運転転操操作作編編

本編は、初心者には参考資料として、経験者には基
本を思い出していただく資料として利用してくださ
い。本編は、ゲージ、スイッチ、製品のコントロー
ル、付属装置コントロール、プログラミングに関し
て説明しています。

写真およびイラストによりオペレータが製品の点
検、始動、運転操作、停止について適切な手順を行
えるよう説明しています。

本書に記載された運転操作は基本的なものです。製
品とその性能に対する理解度が高くなるにつれてオ
ペレータの熟練度と技能は向上します。

保保守守整整備備編編

本編では装置の整備方法を説明しています。
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安安全全上上のの基基本本的的注注意意事事項項

i10149171

安全について
SMCSコード: 7000; 7605

機械をリモートモードで操作中に適切な注意を払わ
なかった場合，挟まれる危険性が生じる可能性があ
るほか，重傷事故または死亡事故に至る恐れがあり
ます。コントロールに慣れるまで，他の機器や作業
者から離れた空き地で操作してください。

作業装置を下ろす際には，作業装置の周囲に誰もい
ないことを確認してください。

この確認を怠ると重大事故が発生する恐れがありま
す。

機械がリモートモードになっている間は，機械の整
備は行わないでください。 整備の際に機械を手動
モードにしないと，挟まれる危険が生じる恐れがあ
ります。 機械の整備時に機械がリモートモードに
なっている場合，死亡事故または人身傷害を引き起
こす恐れがあります。機械を手動モードにします。
機械の整備に先立って，機械が手動モードになって
いることを検証します。

この製品の操作または作業を行う前に，取扱説明書
の説明と警告をよくお読みになり，十分にご理解く
ださい。 説明に従わない場合や警告を無視した場
合，重傷事故または死亡事故が生じる恐れがありま
す。交換に関する詳細は，Catディーラにお問い合
わせください。適正な維持管理を行うことは自己責
任です。

リモートコントロール機械の作業領域内にいる作業
者は，リモートコントロール機械に当たってしまう
可能性があります。リモートコントロール機械に当
たってしまった場合，人身傷害または死亡事故に至
る恐れがあります。リモートコントロール機械の作
業領域に近づかないように作業者に警告するため，
リモートコントロール機械の作業領域に明確なマー
キングをしてください。作業者が機械のモードイン
ジケータを理解しており，機械に安全に近づくこと
ができるタイミングを把握していることを確認して
ください。

リモートコントロールが有効な状態での運転中，機
械は警告を出さずに移動する場合があり，これによ
り人身傷害または死亡事故に至る恐れがあります。
機械がリモートコントロールモードで作動している
ときは，機械から安全な距離を保ってください。リ
モートコントロール機械の作業領域内で作業をする
必要がある作業者は，リモートコントロールモード
の外部インジケータや作業現場の手順を把握し，理
解したうえで，安全な場合にのみ機械に近づく必要
があります。

リモートコントロール機械が作動している領域には
立ち入らないでください。 機械をリモートコント
ロールで操作中に，リモートコントロール機械の領
域に立ち入った場合，重傷事故または死亡事故に至
る恐れがあります。リモートコントロール機械が作
動している領域には近づかないでください。

機械には無線通信機器が取り付けられています。無
線通信機器が取り付けられている機械の操作を試み
た場合，爆発の危険があるため，重傷事故または死
亡事故に至る恐れがあります。爆発の危険のある地
帯との推奨距離よりも短い距離で機械を操作しない
でください。

危険状態のリスクアセスメントおよび操作手順の計
画を行わずに，この機械を危険状態で操作したり作
業したりしないでください。安全な操作手順を適用
したり危険状態の回避したりすることなく，機械を
危険状態に入り込ませたり危険状態で作業したりす
ると，人身傷害または死亡事故が発生する恐れがあ
ります。危険状態には，高い壁，水が溜まっている
場所，不安定な地形，高圧電線，化学薬品，破砕，
粉塵の落下などがありますが，これらに限定されま
せん。危険状態で機械のリモート操作を行う前に
は，リスクアセスメントを実施する必要がありま
す。危険状態での操作や車両回収などの回避事項に
対しては，手順を正しく実行する必要があります。

作業は安全な状態で行ってください。製品の運転操
作時に発生する事故の多くは，基本的なルールや注
意事項を守らなかったことが原因となっています。
事故の多くは，あらかじめ考えうる危険な状況を認
識することによって防止できます。

そのため，整備担当者は常に危険な状況の把握を心
がける必要があります。また，整備担当者はこうし
た役割を的確に遂行するために必要な訓練を受け，
技術とツールに習熟する必要があります。

本書および製品には，安全上の注意事項と警告が記
載されています。これらの危険についての警告に従
わない場合，本人または周囲の作業者に人身事故ま
たは死亡事故が発生するおそれがあります。
Caterpillarでは，危険を伴う可能性のあるあらゆる状
況を予測することができません。
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そのため，本書および製品に記載されている警告の
内容は，必ずしもそうした状況を網羅しているわけ
ではありません。Caterpillar社で推奨していない操作
技術を使用する場合は，それらが安全であることを
確認してください。

また同時に，選択した運転手順により，製品が損傷
しないこと，製品が危険な状態にならないことも確
認してください。

注記:機械を操作する前に，取扱説明書をお読みく
ださい。

注記:リモートコントロール（RC，Remote Control）
機械については，その使用に関する規制が地方レベ
ルまたは政府レベルで設けられている場合がありま
す。各国および個々の地域で適用されているすべて
の法律に従ってください。

注記: Caterpillarでは，お客様それぞれがリモートコ
ントロール操作についてリスクアセスメントを実施
し，リモートコントロール機械の領域の中や周辺で
幾重もの保護対策を確立し，安全な作業現場手順を
設定されることを推奨しています。例として，人材
訓練，警告標識，およびバリケードが挙げられま
す。

本取扱説明書に記載されている情報は，自律/全停止
（A-Stop）に関するもののみです。

本取扱説明書に記載されている情報は，機械に付属
のオーナーマニュアルと取扱説明書に対する追加情
報です。

本取扱説明書に記載されている情報は，以前のオー
ナーマニュアルとあわせて使用してください。

本取扱説明書に記載されている情報を，元のマニュ
アルに記載されている情報の代わりとしては使用し
ないでください。

機械には適切なソフトウェアを組み込む必要があり
ます。オペレータは十分なトレーニングを受けてお
り，機械を使いこなせる必要があります。

A-Stop送信機は修理しないでください。交換オプ
ションについては，最寄りのCat ®ディーラにお問い
合わせください。

リモートコントロールシステムの操作は，システム
に不具合や欠陥がない場合にのみ行ってください。
不具合や欠陥は安全性に影響を及ぼす可能性がある
ため，トレーニングを受けた認定スペシャリストに
よる修理を受けてから操作を再開する必要がありま
す。

運転前に，ホスト機械の取扱説明書を参照してくだ
さい。

運運転転禁禁止止

この警告ラベルは，ベースとなる機械で確認できる
ものです。詳細については，個別の機械の取扱説明
書を参照してください。

図 1 g01370904

この製品の操作または作業を行う前に，取扱説明書
の説明と警告をよくお読みになり，十分にご理解く
ださい。 説明に従わない場合や警告を無視した場
合，重傷事故または死亡事故が生じる恐れがありま
す。交換に関する詳細は，Catディーラにお問い合
わせください。適正な維持管理を行うことは自己責
任です。

この機械には，さまざまな構成のソフトウェアと
ハードウェアを装備できます。オペレータは，全停
止（A-Stop）を操作する前に十分なトレーニングを
受けており，機械を使いこなせる必要があります。

挟挟ままれれるる危危険険

この警告ラベルは，機械の左右のフェンダとリア燃
料タンクにあります。

図 2 g06474889

挟まれる危険。リモートコントロールで操作してい
る機械には近付かないでください。重傷事故や死亡
事故を起こすおそれがあります。
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リモートコントロール機械が作動している領域には
立ち入らないでください。 機械をリモートコント
ロールで操作中に，リモートコントロール機械の領
域に立ち入った場合，重傷事故または死亡事故に至
る恐れがあります。リモートコントロール機械が作
動している領域には近づかないでください。

自律停止/全停止（A-Stop）システムには，使用する
国によって異なる周波数のSKUが存在します。設置
や操作の前に，送信機と受信機の周波数が同じであ
ることを確認してください。周波数が一致していな
いと，自律停止/全停止（A-Stop）システムが機能し
ない場合や，A-Stopシステムが作動しても車両が停
止しない場合があります。挟まれる危険があり，重
傷や死亡につながる可能性があります。周波数ラベ
ルがない場合，最寄りのCatディーラにお問い合わ
せください。

運転前に，ホスト機械の取扱説明書を参照してくだ
さい。
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法法規規制制遵遵守守情情報報

無無線線周周波波数数成成分分

i10195299

無線装置
(ASTOP1B -装備の場合)
SMCSコード: 7008; 7338; 7600-ZM

表 1
機種 CAT部品番号

ASTOP1B 627-4191 エレクトロニックコント
ロールアセンブリ

この装置は無線装置を搭載しています。電気雷管が
破砕作業に使用されている場合、無線周波数デバイ
スが干渉を引き起こす可能性があり、重傷または死
亡につながることがあります。Caterpillarは、エン
ドユーザが安全な操作距離を決定するために独自の
リスクアセスメントを実施し、常に、該当するすべ
ての国または地域の規制要件の下で義務付けられて
いる距離の範囲外で無線周波数デバイスを維持する
ことを推奨します。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

内蔵バッテリは整備可能なコンポーネントではあり
ません。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，内
部バッテリを取り外したり，交換したりしないでく
ださい。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，装
置を切り離さないでください。

参考:詳細については，各製品の取扱説明書を参照
してください。

仕仕様様

以下に記されている通信装置の仕様は，関連する危
険評価の実施に役立てるとともに，現地のあらゆる
法規を確実に遵守するために使用してください。
表 2

作動電圧および電流引き込み
機種 電圧範囲 最大電流引き込み範囲

ASTOP1B 9～32 V
250mA（突入電流）

動作電流60mA/9Vおよび19mA/
32V

表 3

受信機仕様

機種 周波数範囲 出力

ASTOP1B 922.6 MHz 0.02mW

免免責責事事項項のの通通知知

注意
この無線装置を装備する機器が所在する法域によっ
ては，この装置からの情報の伝送が各種の法的な要
件の対象となる場合があります。これらの法的な要
件は，無線周波数の利用許可を含む場合があります
が，それに限定されません。この装置からの情報の
伝送は，この装置および通信ネットワークの利用に
対する法的な要件すべてが満たされている地域に限
定されなければなりません。この装置を取り付けた
機器が，（i）この装置からの情報の伝送が現地法域
の法的な要件に適合しない地域，または（ii）複数
の場所にまたがる当該情報の伝送や処理が違法とな
る地域にあるか，そのような地域に移された場合，
Caterpillar社は，要件の非遵守に関するいかなる責任
も負わないものとします。また，Caterpillar社はその
機器からの情報送信を中止することがあります。特
定の法域での本システムの作動に関するご質問があ
る場合は，最寄りのCatディーラにお問い合わせくだ
さい。

認認証証ママーーキキンンググ

日日本本 –– ここのの機機器器はは，，日日本本ででのの使使用用がが承承認認
さされれてていいまますす。。ここのの機機器器はは，，日日本本のの電電波波
法法にに基基づづいいてて許許可可さされれてていいまますす。。ここのの機機

器器をを改改造造ししなないいででくくだだささいい（（改改造造ししたた場場合合はは，，許許
可可さされれたた指指定定番番号号がが無無効効ににななりりまますす））。。証証明明書書番番
号号:: 002222--223300004499

i10195297

無線装置
(ASTOP2B -装備の場合)
SMCSコード: 7008; 7338; 7600-ZM

表 4
機種 CAT部品番号

ASTOP2B 627-4189 送信機アセンブリ

8 M0069882-08
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この装置は無線装置を搭載しています。電気雷管が
破砕作業に使用されている場合、無線周波数デバイ
スが干渉を引き起こす可能性があり、重傷または死
亡につながることがあります。Caterpillarは、エン
ドユーザが安全な操作距離を決定するために独自の
リスクアセスメントを実施し、常に、該当するすべ
ての国または地域の規制要件の下で義務付けられて
いる距離の範囲外で無線周波数デバイスを維持する
ことを推奨します。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

内蔵バッテリは整備可能なコンポーネントではあり
ません。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，内
部バッテリを取り外したり，交換したりしないでく
ださい。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，装
置を切り離さないでください。

参考:詳細については，各製品の取扱説明書を参照
してください。

仕仕様様

以下に記されている通信装置の仕様は，関連する危
険評価の実施に役立てるとともに，現地のあらゆる
法規を確実に遵守するために使用してください。
表 5

作動電圧および電流引き込み

機種 電圧範囲 最大電流引き込み
範囲

ASTOP2B
5V DC -充電 600mA

1.2V DC -内部バッテリ 外部の電流引き込み
なし

表 6

送信機仕様

機種 周波数範囲 出力

ASTOP2B 922.6 MHz 0.16mW

免免責責事事項項のの通通知知

注意
この無線装置は無効にすることができず，この装置
を装備する機器が所在する法域によっては，この装
置からの情報の伝送が各種の法的な要件の対象とな
る場合があります。これらの法的な要件は，無線周
波数の利用許可を含む場合がありますが，それに限
定されません。この装置からの情報の伝送は，この
装置および通信ネットワークの利用に対する法的な
要件すべてが満たされている地域に限定されなけれ
ばなりません。この装置を取り付けた機器が，（i）
この装置からの情報の伝送が現地法域の法的な要件
に適合しない地域，または（ii）複数の場所にまた
がる当該情報の伝送や処理が違法となる地域にある
か，そのような地域に移された場合，Caterpillar社
は，要件の非遵守に関するいかなる責任も負わない
ものとします。また，Caterpillar社はその機器からの
情報送信を中止することがあります。特定の法域で
の本システムの作動に関するご質問がある場合は，
最寄りのCatディーラにお問い合わせください。

認認証証ママーーキキンンググ

日日本本 –– ここのの機機器器はは，，日日本本ででのの使使用用がが承承認認
さされれてていいまますす。。ここのの機機器器はは，，日日本本のの電電波波
法法にに基基づづいいてて許許可可さされれてていいまますす。。ここのの機機

器器をを改改造造ししなないいででくくだだささいい（（改改造造ししたた場場合合はは，，許許
可可さされれたた指指定定番番号号がが無無効効ににななりりまますす））。。証証明明書書番番
号号:: 002222--223300005500

i10193234

無線装置
(ASTOP1 -装着の場合)
SMCSコード: 7008; 7338; 7600-ZM

表 7
機種 CAT部品番号

ASTOP1
373-8620 エレクトロニックコント
ロールグループ (受信機，A-STOP)

この装置は無線装置を搭載しています。電気雷管が
破砕作業に使用されている場合、無線周波数デバイ
スが干渉を引き起こす可能性があり、重傷または死
亡につながることがあります。Caterpillarは、エン
ドユーザが安全な操作距離を決定するために独自の
リスクアセスメントを実施し、常に、該当するすべ
ての国または地域の規制要件の下で義務付けられて
いる距離の範囲外で無線周波数デバイスを維持する
ことを推奨します。
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爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

内蔵バッテリは整備可能なコンポーネントではあり
ません。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，内
部バッテリを取り外したり，交換したりしないでく
ださい。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，装
置を切り離さないでください。

参考:詳細については，各製品の取扱説明書を参照
してください。

仕仕様様

以下に記されている通信装置の仕様は，関連する危
険評価の実施に役立てるとともに，現地のあらゆる
法規を確実に遵守するために使用してください。
表 8

作動電圧および電流引き込み
機種 電圧範囲 最大電流引き込み範囲

ASTOP1 9～32 V
250mA（突入電流）

動作電流60mA/9Vおよび19mA/
32V

表 9

受信機仕様

機種 周波数範囲 出力

ASTOP1 919 MHz 0.02mW

免免責責事事項項のの通通知知

注意
この無線装置を装備する機器が所在する法域によっ
ては，この装置からの情報の伝送が各種の法的な要
件の対象となる場合があります。これらの法的な要
件は，無線周波数の利用許可を含む場合があります
が，それに限定されません。この装置からの情報の
伝送は，この装置および通信ネットワークの利用に
対する法的な要件すべてが満たされている地域に限
定されなければなりません。この装置を取り付けた
機器が，（i）この装置からの情報の伝送が現地法域
の法的な要件に適合しない地域，または（ii）複数
の場所にまたがる当該情報の伝送や処理が違法とな
る地域にあるか，そのような地域に移された場合，
Caterpillar社は，要件の非遵守に関するいかなる責任
も負わないものとします。また，Caterpillar社はその
機器からの情報送信を中止することがあります。特
定の法域での本システムの作動に関するご質問があ
る場合は，最寄りのCatディーラにお問い合わせくだ
さい。

認認証証のの通通知知

ユユーーザザにに対対すするるカカナナダダのの通通知知

この機器はカナダ産業省のライセンス免除RSS規格
に準拠しています。動作は，以下の2つの条件に従
います。

• この機器が干渉を引き起こさない。

• この機器が，望ましくない動作の原因となるおそ
れがある干渉を含め，あらゆる干渉をすべて受け
入れる必要がある。

FFCCCCにに関関すするる注注意意事事項項

この機器は，FCC規則のパート15に準拠していま
す。動作は，以下の2つの条件に従います。

• この機器が有害な干渉を引き起こさない。

• この機器は，望ましくない動作の原因となるおそ
れがある干渉を含め，受信するすべての干渉をす
べて受け入れる必要がある。

10 M0069882-08
法規制遵守情報
ASTOP1 -装着の場合



この機器は，FCC規則のパート15に準拠するクラス
Bのデジタル装置の規制に適合していることが試験
の結果証明されています。この規制は，個人の家に
取り付けた場合に有害な障害に対して適正な保護を
提供するように設定されています。この機器は，無
線周波エネルギーを発生，使用，および放射しま
す。そのため，指示に従って取り付けて使用されな
い場合，無線通信に有害な干渉を引き起こすこと
があります。それでも，特定の設定で電磁干渉が発
生しないという保証はありません。この機器のス
イッチをオン/オフにすることにより，この機器が
ラジオまたはテレビに受信障害を引き起こしている
ことが確認された場合は，次に示す1つ以上の方法
で電磁干渉を解消することをお勧めします。

• 受信アンテナの方向や設置場所を変更します。

• 機器と受信機の間隔を広げます。

• 機器を受信機が接続されている回路とは別の回路
のコンセントに接続します。

• ディーラまたは無線/テレビのサービスメカニッ
クに相談します。

Caterpillarの明示的な承認なくこの機器を変更また
は改変すると，この機器を使用する権利が無効にな
る場合があります。

認認証証ママーーキキンンググ

オオーースストトララリリアア –– ここのの機機器器はは，，オオーースストト
ララリリアアででのの使使用用がが承承認認さされれてていいまますす。。

ブブララジジルル –– ここのの機機器器はは，，ブブララジジルルででのの使使
用用がが承承認認さされれてていいまますす。。認認証証番番号号::
0033336622--1133--0077885555。。CCooCC認認証証番番号号:: UULL--BBRR

2233..00999999。。TThhee rraaddiioo iiss ddeessiiggnneedd ffoorr uussee iinn
iinndduussttrriiaall aanndd ccoommmmeerrcciiaall iinnssttaallllaattiioonnss bbyy
ttrraaiinneedd aanndd qquuaalliiffiieedd pprrooffeessssiioonnaallss,, nnoott ffoorr
ddoommeessttiicc uussee..

カナダ –この機器は，カナダでの使用が承認されて
います。ISED ID: 4071-ASTOP1

チリ –この機器は，チリでの使用が承認されていま
す。注文番号: 7788/DO N° 56429/F60

ニニュューージジーーラランンドド –– ここのの機機器器はは，，ニニュューー
ジジーーラランンドドででのの使使用用がが承承認認さされれてていいまま
すす。。

ペルー –この機器は，ペルーでの使用が承認されて
います。LoE: 1935-2018-MTC/29

米米国国 –– ここのの機機器器はは，，米米国国ででのの使使用用がが承承認認
さされれてていいまますす。。FFCCCC IIDD:: PPQQMMAASSTTOOPP11

i10195293

無線装置
(ASTOP2 -装着の場合)
SMCSコード: 7008; 7338; 7600-ZM

表 10
機種 CAT部品番号

ASTOP2 373-8617 送信機アセンブリ

この装置は無線装置を搭載しています。電気雷管が
破砕作業に使用されている場合、無線周波数デバイ
スが干渉を引き起こす可能性があり、重傷または死
亡につながることがあります。Caterpillarは、エン
ドユーザが安全な操作距離を決定するために独自の
リスクアセスメントを実施し、常に、該当するすべ
ての国または地域の規制要件の下で義務付けられて
いる距離の範囲外で無線周波数デバイスを維持する
ことを推奨します。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

内蔵バッテリは整備可能なコンポーネントではあり
ません。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，内
部バッテリを取り外したり，交換したりしないでく
ださい。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，装
置を切り離さないでください。

参考:詳細については，各製品の取扱説明書を参照
してください。

M0069882-08 11
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仕仕様様

以下に記されている通信装置の仕様は，関連する危
険評価の実施に役立てるとともに，現地のあらゆる
法規を確実に遵守するために使用してください。
表 11

作動電圧および電流引き込み

機種 電圧範囲 最大電流引き込み
範囲

ASTOP2
5V DC -充電 600mA

1.2V DC -内部バッテリ 外部の電流引き込み
なし

表 12

送信機仕様

機種 周波数範囲 出力

ASTOP2 919 MHz 16 mW

免免責責事事項項のの通通知知

注意
この無線装置は無効にすることができず，この装置
を装備する機器が所在する法域によっては，この装
置からの情報の伝送が各種の法的な要件の対象とな
る場合があります。これらの法的な要件は，無線周
波数の利用許可を含む場合がありますが，それに限
定されません。この装置からの情報の伝送は，この
装置および通信ネットワークの利用に対する法的な
要件すべてが満たされている地域に限定されなけれ
ばなりません。この装置を取り付けた機器が，（i）
この装置からの情報の伝送が現地法域の法的な要件
に適合しない地域，または（ii）複数の場所にまた
がる当該情報の伝送や処理が違法となる地域にある
か，そのような地域に移された場合，Caterpillar社
は，要件の非遵守に関するいかなる責任も負わない
ものとします。また，Caterpillar社はその機器からの
情報送信を中止することがあります。特定の法域で
の本システムの作動に関するご質問がある場合は，
最寄りのCatディーラにお問い合わせください。

認認証証のの通通知知

ユユーーザザにに対対すするるカカナナダダのの通通知知

この機器はカナダ産業省のライセンス免除RSS規格
に準拠しています。動作は，以下の2つの条件に従
います。

• この機器が干渉を引き起こさない。

• この機器が，望ましくない動作の原因となるおそ
れがある干渉を含め，あらゆる干渉をすべて受け
入れる必要がある。

FFCCCCにに関関すするる注注意意事事項項

この機器は，FCC規則のパート15に準拠していま
す。動作は，以下の2つの条件に従います。

• この機器が有害な干渉を引き起こさない。

• この機器は，望ましくない動作の原因となるおそ
れがある干渉を含め，受信するすべての干渉をす
べて受け入れる必要がある。

この機器は，FCC規則のパート15に準拠するクラス
Bのデジタル装置の規制に適合していることが試験
の結果証明されています。この規制は，個人の家に
取り付けた場合に有害な障害に対して適正な保護を
提供するように設定されています。この機器は，無
線周波エネルギーを発生，使用，および放射しま
す。そのため，指示に従って取り付けて使用されな
い場合，無線通信に有害な干渉を引き起こすこと
があります。それでも，特定の設定で電磁干渉が発
生しないという保証はありません。この機器のス
イッチをオン/オフにすることにより，この機器が
ラジオまたはテレビに受信障害を引き起こしている
ことが確認された場合は，次に示す1つ以上の方法
で電磁干渉を解消することをお勧めします。

• 受信アンテナの方向や設置場所を変更します。

• 機器と受信機の間隔を広げます。

• 機器を受信機が接続されている回路とは別の回路
のコンセントに接続します。

• ディーラまたは無線/テレビのサービスメカニッ
クに相談します。

Caterpillarの明示的な承認なくこの機器を変更また
は改変すると，この機器を使用する権利が無効にな
る場合があります。

認認証証ママーーキキンンググ

オオーースストトララリリアア –– ここのの機機器器はは，，オオーースストト
ララリリアアででのの使使用用がが承承認認さされれてていいまますす。。

ブブララジジルル –– ここのの機機器器はは，，ブブララジジルルででのの使使
用用がが承承認認さされれてていいまますす。。認認証証番番号号::
0033336611--1133--0077885555 CCooCC認認証証番番号号:: UULL--BBRR

2233..00999988。。TThhee rraaddiioo iiss ddeessiiggnneedd ffoorr uussee iinn
iinndduussttrriiaall aanndd ccoommmmeerrcciiaall iinnssttaallllaattiioonnss bbyy
ttrraaiinneedd aanndd qquuaalliiffiieedd pprrooffeessssiioonnaallss,, nnoott ffoorr
ddoommeessttiicc uussee..

カナダ –この機器は，カナダでの使用が承認されて
います。ISED ID: 4071-ASTOP2

チリ –この機器は，チリでの使用が承認されていま
す。注文番号: 7789/DO N° 56428/F60

ニニュューージジーーラランンドド –– ここのの機機器器はは，，ニニュューー
ジジーーラランンドドででのの使使用用がが承承認認さされれてていいまま
すす。。

ペルー –この機器は，ペルーでの使用が承認されて
います。証明書番号: TRSS42412
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米米国国 –– ここのの機機器器はは，，米米国国ででのの使使用用がが承承認認
さされれてていいまますす。。FFCCCC IIDD:: PPQQMMAASSTTOOPP22

i10195292

無線装置
(ASTOP2C -装備の場合)
SMCSコード: 7008; 7338; 7600-ZM

表 13
機種 CAT部品番号

ASTOP2C 644-4167 送信機アセンブリ

この装置は無線装置を搭載しています。電気雷管が
破砕作業に使用されている場合、無線周波数デバイ
スが干渉を引き起こす可能性があり、重傷または死
亡につながることがあります。Caterpillarは、エン
ドユーザが安全な操作距離を決定するために独自の
リスクアセスメントを実施し、常に、該当するすべ
ての国または地域の規制要件の下で義務付けられて
いる距離の範囲外で無線周波数デバイスを維持する
ことを推奨します。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

内蔵バッテリは整備可能なコンポーネントではあり
ません。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，内
部バッテリを取り外したり，交換したりしないでく
ださい。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，装
置を切り離さないでください。

参考:詳細については，各製品の取扱説明書を参照
してください。

仕仕様様

以下に記されている通信装置の仕様は，関連する危
険評価の実施に役立てるとともに，現地のあらゆる
法規を確実に遵守するために使用してください。
表 14

作動電圧および電流引き込み

機種 電圧範囲 最大電流引き込み
範囲

ASTOP2C
5V DC -充電 600mA

1.2V DC -内部バッテリ 外部の電流引き込み
なし

表 15

送信機仕様

機種 周波数範囲 出力

ASTOP2C 866.5 MHz 20 mW

免免責責事事項項のの通通知知

注意
この無線装置は無効にすることができず，この装置
を装備する機器が所在する法域によっては，この装
置からの情報の伝送が各種の法的な要件の対象とな
る場合があります。これらの法的な要件は，無線周
波数の利用許可を含む場合がありますが，それに限
定されません。この装置からの情報の伝送は，この
装置および通信ネットワークの利用に対する法的な
要件すべてが満たされている地域に限定されなけれ
ばなりません。この装置を取り付けた機器が，（i）
この装置からの情報の伝送が現地法域の法的な要件
に適合しない地域，または（ii）複数の場所にまた
がる当該情報の伝送や処理が違法となる地域にある
か，そのような地域に移された場合，Caterpillar社
は，要件の非遵守に関するいかなる責任も負わない
ものとします。また，Caterpillar社はその機器からの
情報送信を中止することがあります。特定の法域で
の本システムの作動に関するご質問がある場合は，
最寄りのCatディーラにお問い合わせください。

認認証証ママーーキキンンググ

インド –この機器は，インドでの使用が承認されて
います。登録番号: ETA-SD-20231009535

i10195294

無線装置
(ASTOP1C -装備の場合)
SMCSコード: 7008; 7338; 7600-ZM

表 16
機種 CAT部品番号

ASTOP1C 644-4169 エレクトロニックコント
ロールアセンブリ

M0069882-08 13
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この装置は無線装置を搭載しています。電気雷管が
破砕作業に使用されている場合、無線周波数デバイ
スが干渉を引き起こす可能性があり、重傷または死
亡につながることがあります。Caterpillarは、エン
ドユーザが安全な操作距離を決定するために独自の
リスクアセスメントを実施し、常に、該当するすべ
ての国または地域の規制要件の下で義務付けられて
いる距離の範囲外で無線周波数デバイスを維持する
ことを推奨します。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

内蔵バッテリは整備可能なコンポーネントではあり
ません。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，内
部バッテリを取り外したり，交換したりしないでく
ださい。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，装
置を切り離さないでください。

参考:詳細については，各製品の取扱説明書を参照
してください。

仕仕様様

以下に記されている通信装置の仕様は，関連する危
険評価の実施に役立てるとともに，現地のあらゆる
法規を確実に遵守するために使用してください。
表 17

作動電圧および電流引き込み
機種 電圧範囲 最大電流引き込み範囲

ASTOP1C 9～32 V
250mA（突入電流）

動作電流60mA/9Vおよび19mA/
32V

表 18

受信機仕様

機種 周波数範囲 出力

ASTOP1C 866.5 MHz 0.02mW

免免責責事事項項のの通通知知

注意
この無線装置を装備する機器が所在する法域によっ
ては，この装置からの情報の伝送が各種の法的な要
件の対象となる場合があります。これらの法的な要
件は，無線周波数の利用許可を含む場合があります
が，それに限定されません。この装置からの情報の
伝送は，この装置および通信ネットワークの利用に
対する法的な要件すべてが満たされている地域に限
定されなければなりません。この装置を取り付けた
機器が，（i）この装置からの情報の伝送が現地法域
の法的な要件に適合しない地域，または（ii）複数
の場所にまたがる当該情報の伝送や処理が違法とな
る地域にあるか，そのような地域に移された場合，
Caterpillar社は，要件の非遵守に関するいかなる責任
も負わないものとします。また，Caterpillar社はその
機器からの情報送信を中止することがあります。特
定の法域での本システムの作動に関するご質問があ
る場合は，最寄りのCatディーラにお問い合わせくだ
さい。

認認証証ママーーキキンンググ

インド –この機器は，インドでの使用が承認されて
います。登録番号: ETA-SD-20231009536

i10442542

無線装置
(ASTOP1A -装着の場合)
SMCSコード: 7008; 7338; 7600-ZM

表 19
機種 CAT部品番号

ASTOP1A 627-4188 エレクトロニックコント
ロールアセンブリ

この装置は無線装置を搭載しています。電気雷管が
破砕作業に使用されている場合、無線周波数デバイ
スが干渉を引き起こす可能性があり、重傷または死
亡につながることがあります。Caterpillarは、エン
ドユーザが安全な操作距離を決定するために独自の
リスクアセスメントを実施し、常に、該当するすべ
ての国または地域の規制要件の下で義務付けられて
いる距離の範囲外で無線周波数デバイスを維持する
ことを推奨します。

14 M0069882-08
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爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

内蔵バッテリは整備可能なコンポーネントではあり
ません。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，内
部バッテリを取り外したり，交換したりしないでく
ださい。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，装
置を切り離さないでください。

参考:詳細については，各製品の取扱説明書を参照
してください。

ssDDooCC

簡易適合宣言書

欧欧州州連連合合

CCaatteerrppiillllaarr IInncc.. 110000 NNEE AAddaammss PPeeoorriiaa,,
IILL 6611662299 UUSSAA

Caterpillar Inc.は，本記載により，この無線機器が指
令 “2014/53/EU” を遵守していることを言明します。
欧州適合宣言書の全テキストは，次のWebアドレス
で参照可能です:

https://www.cat.com/radio-compliance

英英国国

CCaatteerrppiillllaarr IInncc.. 110000 NNEE AAddaammss PPeeoorriiaa,,
IILL 6611662299 UUSSAA

Caterpillar Inc.は，本記載により，この無線機器が関
連する法定要件を遵守していることを言明します。
英国適合宣言書の全テキストは，次のWebアドレス
で参照可能です:

https://www.cat.com/radio-compliance

Caterpillarでは，ご購入の直後に適合宣言書を入手
されることをお勧めします。

仕仕様様

以下に記されている通信装置の仕様は，関連する危
険評価の実施に役立てるとともに，現地のあらゆる
法規を確実に遵守するために使用してください。
表 20

作動電圧および電流引き込み
機種 電圧範囲 最大電流引き込み範囲

ASTOP1A 9～32 V
250mA（突入電流）

動作電流60mA/9Vおよび19mA/
32V

M0069882-08 15
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表 21

受信機仕様

機種 周波数範囲 出力

ASTOP1A 868.3 MHz 0.01 mW

免免責責事事項項のの通通知知

注意
この無線装置を装備する機器が所在する法域によっ
ては，この装置からの情報の伝送が各種の法的な要
件の対象となる場合があります。これらの法的な要
件は，無線周波数の利用許可を含む場合があります
が，それに限定されません。この装置からの情報の
伝送は，この装置および通信ネットワークの利用に
対する法的な要件すべてが満たされている地域に限
定されなければなりません。この装置を取り付けた
機器が，（i）この装置からの情報の伝送が現地法域
の法的な要件に適合しない地域，または（ii）複数
の場所にまたがる当該情報の伝送や処理が違法とな
る地域にあるか，そのような地域に移された場合，
Caterpillar社は，要件の非遵守に関するいかなる責任
も負わないものとします。また，Caterpillar社はその
機器からの情報送信を中止することがあります。特
定の法域での本システムの作動に関するご質問があ
る場合は，最寄りのCatディーラにお問い合わせくだ
さい。

認認証証のの通通知知

認認証証ママーーキキンンググ

ウウククラライイナナ –– ここのの機機器器はは，，ウウククラライイナナでで
のの使使用用がが承承認認さされれてていいまますす。。認認定定::
UUAA..003322..CCTT..00330088--2244

i10442544

無線装置
(ASTOP2A -装着の場合)
SMCSコード: 7008; 7338; 7600-ZM

表 22
機種 CAT部品番号

ASTOP2A 627-4186 エレクトロニックコント
ロールアセンブリ

この装置は無線装置を搭載しています。電気雷管が
破砕作業に使用されている場合、無線周波数デバイ
スが干渉を引き起こす可能性があり、重傷または死
亡につながることがあります。Caterpillarは、エン
ドユーザが安全な操作距離を決定するために独自の
リスクアセスメントを実施し、常に、該当するすべ
ての国または地域の規制要件の下で義務付けられて
いる距離の範囲外で無線周波数デバイスを維持する
ことを推奨します。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

内蔵バッテリは整備可能なコンポーネントではあり
ません。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，内
部バッテリを取り外したり，交換したりしないでく
ださい。

爆発の危険

揮発性ガスや引火性ガスのある場所で，電源が入っ
た装置を接続したり切り離したりすると，爆発を起
こして重傷事故や死亡事故に至るおそれがありま
す。

外部電源が切り離されていない場合，または周囲に
発火の危険がないことを確認できていない場合，装
置を切り離さないでください。

参考:詳細については，各製品の取扱説明書を参照
してください。

ssDDooCC

簡易適合宣言書

欧欧州州連連合合

CCaatteerrppiillllaarr IInncc.. 110000 NNEE AAddaammss PPeeoorriiaa,,
IILL 6611662299 UUSSAA

Caterpillar Inc.は，本記載により，この無線機器が指
令 “2014/53/EU” を遵守していることを言明します。
欧州適合宣言書の全テキストは，次のWebアドレス
で参照可能です:

https://www.cat.com/radio-compliance

英英国国

CCaatteerrppiillllaarr IInncc.. 110000 NNEE AAddaammss PPeeoorriiaa,,
IILL 6611662299 UUSSAA

Caterpillar Inc.は，本記載により，この無線機器が関
連する法定要件を遵守していることを言明します。
英国適合宣言書の全テキストは，次のWebアドレス
で参照可能です:

https://www.cat.com/radio-compliance
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Caterpillarでは，ご購入の直後に適合宣言書を入手
されることをお勧めします。

仕仕様様

以下に記されている通信装置の仕様は，関連する危
険評価の実施に役立てるとともに，現地のあらゆる
法規を確実に遵守するために使用してください。
表 23

作動電圧および電流引き込み

機種 電圧範囲 最大電流引き込み
範囲

ASTOP2A
5V DC -充電 600mA

1.2V DC -内部バッテリ 外部の電流引き込み
なし

表 24

送信機仕様

機種 周波数範囲 出力

ASTOP2A 868.3 MHz 16 mW

免免責責事事項項のの通通知知

注意
この無線装置は無効にすることができず，この装置
を装備する機器が所在する法域によっては，この装
置からの情報の伝送が各種の法的な要件の対象とな
る場合があります。これらの法的な要件は，無線周
波数の利用許可を含む場合がありますが，それに限
定されません。この装置からの情報の伝送は，この
装置および通信ネットワークの利用に対する法的な
要件すべてが満たされている地域に限定されなけれ
ばなりません。この装置を取り付けた機器が，（i）
この装置からの情報の伝送が現地法域の法的な要件
に適合しない地域，または（ii）複数の場所にまた
がる当該情報の伝送や処理が違法となる地域にある
か，そのような地域に移された場合，Caterpillar社
は，要件の非遵守に関するいかなる責任も負わない
ものとします。また，Caterpillar社はその機器からの
情報送信を中止することがあります。特定の法域で
の本システムの作動に関するご質問がある場合は，
最寄りのCatディーラにお問い合わせください。

認認証証のの通通知知

認認証証ママーーキキンンググ

ウウククラライイナナ –– ここのの機機器器はは，，ウウククラライイナナでで
のの使使用用がが承承認認さされれてていいまますす。。認認定定::
UUAA..003322..CCTT..00330099--2244

M0069882-08 17
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運運転転操操作作編編

作作動動

i10149179

一般情報
SMCSコード: 7605

自律停止/全停止（A-Stop）システムでは，A-Stopを
装備した機械をリモートで停止するために独立した
方法を使用します。A-Stopの無線通信では，自律機
またはリモートコントロール機械に装備されたA-
Stop受信機と，携帯型送信機を使用して通信しま
す。携帯型A-Stop送信機，A-Stopが装備された機械
が存在する場所で作業するオペレータが携帯しま
す。A-Stopシステムは，リモートコントロール機械
には必要ありませんが，自律走行機械には必要で
す。送信機でA-Stopを作動させると，その範囲内に
あってA-Stop受信機システムを装備している機械
は，コントロールされて停止します。

注記: A-Stopシステムが作動している場合，A-Stopを
装備した機械の自律運転，リモートコントロール運
転，または作業現場で機械を完全に停止させます。
自律またはリモートコントロールの機械に近づく場
合は，その現場に固有の安全プロトコルに従ってく
ださい。

機械は，A-Stopの作動により停止したことをオフィ
スのソフトウェアに通知します。

注意
A-Stop送信機は，A-Stop受信機システムを装備した
A-Stop機械をコントロールして停止させます。オペ
レータがキャブにいる状態でも機械が手動モードで
操作されていない限り，A-StopはA-Stopを装備した
機械を停止させます。また，A-Stopシステムによっ
て停止した機械では，赤色モードインジケータライ
トが点滅します。

A-Stop送信機は，携帯型送信機の作動範囲内にある
A-Stop（A-Stop受信機を搭載）を装備した機械に無
線信号を送信します。A-Stopシステムの通信は無線
信号によるもので，通常の自律，半自律，リモート
コントロールシステムとは独立して作動します。A-
Stopシステムは，Cat ® MineStarシステムが機械と通
信できない場合でも使用できます。

自律運転区域で作業する各オペレータには，A-Stop
送信機を貸与する必要があります。自律運転区域内
で作業するオペレータは，自律運転区域内では常に
送信機を携帯する必要があります。

リモートコントロール機械の区域内で作業するオペ
レータは，送信機を携帯することが推奨されます
が，送信機の携帯は要求されていません。

注記:割り当てたA-Stop送信機のすべてのオペレータ
と連絡先のログを保管してください。また，不明な
A-Stopの作動を簡単に解決できるように，オペレー
タのA-Stop送信機を一意に識別することが推奨され
ます。

自律走行機械またはリモートコントロール機械は，
最初に停止を通知したA-Stop送信機から “リセット”
信号と “クリア” 信号の両方を受信し，ユーザロック
が解除されるまで停止状態を維持します。

シシスステテムム作作動動へへのの影影響響

環環境境

テクノロジー，周波数，地形，電磁干渉，現場の構
造物など（これらに限定しません），いくつかの現
場の環境特性によって，有効な範囲は異なってきま
す。現場の土地にある資材が異なると，システムの
有効範囲に影響します。無線信号を吸収する資材も
あれば，無線信号を反射する資材もあるためです。
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注記: Caterpillarはネットワークに対する考えられる
すべての影響を予測することはできないため，上記
はすべてを包括的に記載しているわけではありませ
ん。

i10149155

システムのコンポーネント
SMCSコード: 7605

自自律律停停止止//全全停停止止（（AA--SSttoopp））送送信信機機

図 3 g07763579

代表例
A-Stop送信機
(1)周波数ラベルの範囲
(2) A-Stopボタン
(3) A-Stop発光ダイオード（LED）インジケータ
(4)クリアLEDインジケータ
(5)クリアボタン
(6) A-Stopリセットボタン
(7)試験ボタン
(8)試験/電源LEDインジケータ
(9)アラーム消音
(10)低バッテリLEDインジケータ
(11)バッテリ充電マルチLEDインジケータ
(12)充電ポート

図 4 g07763592

代表例
A-Stop受信機
(13)アンテナポート
(14)周波数ラベルの範囲
(15)電源/接地/CAN接続

A-Stop受信機の接続の詳細については，作動原理,
M0069884を参照してください。

図 5 g07763597

(16)受信機アンテナ
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表 25

項目 ボタン 説明

1 周波数ラベルの範囲

国別の認定によって異なる動作周波数を識別するために使用されます。 A-
Stopが機能するためには，周波数ラベルと色が送信機と受信機で一致している
必要があります。国別の仕様の詳細については，"仕様"にある表を参照してく
ださい。

2 A-Stopボタン
A-Stopシステムを装備した機械が範囲内にあり，受信したA-Stop無線信号を継
続的に送信するために使用します。A-Stop信号は，A-Stopリセットボタン(6)
が押されるまで送信を継続します。(1)

3 A-Stop LEDインジケータ A-Stopコマンドが作動状態で送信されている場合，A-Stop LEDインジケータ
が点滅し，送信機から約1秒に1回ビープ音が鳴ります。

4 クリアLEDインジケータ
A-Stopクリアメッセージが送信された後に点滅します。送信機がビープ音を1
回鳴らし，クリアインジケータLEDが1秒に1回の割合で6秒間点滅して消灯し
ます。

5 クリアボタン
A-Stopモードを終了するために，範囲内のすべての機械に信号を送信するため
に使用されます。A-Stopを送信した各送信機は，影響を受ける機械が運転を再
開する前にクリアされる必要があります。(2)

6 A-Stopリセットボタン

継続信号の送信を停止します。送信範囲に入った他の機械は停止しません。
A-Stopリセットボタン(6)では，A-Stop信号の送信を停止するのみであり，こ
のボタンでは影響を受けた機械の運転を再開するために “クリア”されること
はありません。

7 試験ボタン
送信機と，送信機の通信距離内にあるA-Stopを装備した機械との間でA-Stopシ
ステム試験を開始するために使用します。試験ボタン(7)はモーメンタリボタ
ンです。(3)

8 試験/電源LEDインジケータ ボタンを押すと，0.5秒間高速で点滅します。ボタンを押してから離すと，5秒
間ゆっくりと点滅します。

9 アラーム消音 A-Stopイベント中の音響警告をミュートするために使用します。

10 低バッテリLEDインジケータ
バッテリ残量が少なくなると，LEDが5秒おきにゆっくりと点滅します。ま
た，LEDが6回点滅するごとに，約30秒ごとにバッテリ残量低下警告音が鳴り
ます。

11 バッテリ充電マルチLEDインジケータ バッテリの充電状態を表示します。3つのバッテリ充電LEDインジケータがあ
ります。

12 充電ポート 送信機の充電に使用します。(4)

(1) A-Stop信号を送信した送信機のみがA-Stopコマンドを “クリア” または “リセット” できます。
(2) クリアボタン(5)を押しても，A-Stopが開始される前に自律またはリモートコントロール機械が割り当てられていたタスクをCommand機械
が再開することはできません。機械が運転を再開する前にクリアボタン(5)を押さないと，自律またはリモートコントロール機械は，A-
Stopが作動する前に持っていた元の割り当てを再開することはできません。

(3) Cat ® MineStarテストステーションを使用する場合は，A-Stopボタンと一緒に使用してください。
(4) 送信機の充電には，付属のバッテリ充電器のみを使用してください。

送信機には，さまざまな動作モードがあります。詳
細については，表26を参照してください。
表 26

送信機モード

モード モードの有効化

A-Stop（自律停止）

A-Stopボタン(2)を1秒間長押しすると作
動します。A-Stop LEDインジケータ(3)
は，A-Stopが有効になると点滅を開始し

ます。

A-Stopリセット

A-Stopリセットボタン(6)を1秒～6秒押し
続けます。試験/電源インジケータ(8が)
点滅を再開します。A-Stop LEDインジ
ケータ(3)の点滅が停止します。

（続き）
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（表 26，続き）
送信機モード

モード モードの有効化

試験 試験ボタンを2秒以上長押しします。

クリア

クリアボタン(5)を2秒間以上長押ししま
す。クリアLEDインジケータが(4)回点滅
し，送信機から5回ビープ音が鳴りま

す。

ディープスリープ

A-Stopリセットボタン(6)を6秒以上押し
続けます。スリープモードに入ると，A-
Stop LEDインジケータ(3)，クリアLEDイ
ンジケータ(4)，試験/電源LEDインジ
ケータ(8)が1回点滅します。試験/電源

LEDインジケータ(8)は，ディープスリー
プモードのときは点滅しません。送信機
は，24時間以上操作しないと自動的に
ディープスリープに入ります。

ババッッテテリリ充充電電イインンジジケケーータタ

図 6 g07763607

バッテリ充電マルチLEDインジケータ
(17)準備完了LED（緑色）
(18)充電中LED（黄色）
(19)故障LED（赤色）

表 27

バッテリ充電インジケータLED

準備完了LED（緑
色）

充電中LED（黄
色） 故障LED（赤色） 表示状態の説明

X 送信機が充電器に接続されると，LEDが短時間点灯します。LEDは，充
電が完了して，充電器を外すまで点灯したままになります。

X X
送信機が1.22 Vから1.95 Vの満充電までトリクル充電されるとLEDが点灯

します。(1)

X LEDは送信機が急速充電（1.22V未満）されている場合とトリクル充電
（1.95Vまで）の前に点灯します。

（続き）
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（表 27，続き）
バッテリ充電インジケータLED

準備完了LED（緑
色）

充電中LED（黄
色） 故障LED（赤色） 表示状態の説明

X X
送信機が充填可能な状態であっても，送信機の温度が範囲外の場合は
LEDが点灯します。(2)適切な環境下では，送信機が許容範囲内の温度に

入った後に充電が開始されます。

X
ラッチされた故障状態が存在するとLEDが点灯します。この状態はバッ
テリ不良，回路の故障，チップの過熱，過充電（1.95Vを超過）が原因で

ある可能性があります。(3)

(1) ハイレート充電で充電を開始し，その後トップオフ充電になります。
(2) 送信機は，"仕様"の項で定義された温度でのみ充電します。
(3) このような状態が存在する場合，追加のトラブルシューティングを行う前に送信機のプラグを電源から抜いて再試行してください。

注記:送信機を充電器に接続した後にLEDが一切点
灯しない場合，その送信機を使用から除外してくだ
さい。

送送信信機機ケケーースス

図 7 g07763613

(20)金属スナップ
(21)ベルトクリップ
(22)送信機ケース

図 8 g07763617

(23)ボタンカバー
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自律停止/全停止（A-Stop）送信機は，金属スナップ
(20)を使用して，送信機ケース(22)内で使用/固定で
きます。送信機ケース(22)には，ベルトクリップ
(21)とボタンカバー(23)があります。

i10149177

A-Stopの使用
SMCSコード: 7605; 79AU

注意
A-stopシステムを使用する前に，送信機と受信機の
周波数ラベルおよび色が一致することを確認してく
ださい。

シシンンググルルAA--SSttoopp送送信信機機

A-Stopボタンを1秒間押し続けると，A-Stopから停止
信号を送信します。

図 9 g07513968

A-Stop信号を送信するシングルA-Stop送信機と，付
近にあるA-Stop受信機を搭載した3台の機械（図の通
信距離はイメージで，実際の距離とは異なります）
(1) A-Stop受信機を搭載した機械
(2) A-Stop送信機

図9は，A-Stopを装備した機械（A-Stop受信機を取
り付け）を示しています。A-Stopリモート送信機(2)
のA-Stop発光ダイオード（LED）インジケータライ
トは，A-Stopが動作したことを示します。図の円9
は，A-Stopの範囲を示しています。図9では，A-
Stop送信機(2)の範囲内にあるA-Stopを装備した機械
(1)は，A-Stopボタンが押されたことにより停止しま
す。A-Stopイベントが発生すると，A-Stopを装備し
た機械(1)がA-Stop送信機(2)の範囲内にあるか，ま
たは範囲内に入ると，送信が継続している限り停止
します。影響を受けたA-Stopを装備した機械(1)が通
常運転を再開するには， “リセット” および “クリア”
信号が必要です。

注記:送信機の通信距離は，仕様のセクションで定
義されています。

複複数数台台ののAA--SSttoopp送送信信機機

図 10 g07513971

A-Stop信号を送信する複数台のA-Stop送信機と，付
近にあるA-Stop受信機を搭載した4台の機械（図の通
信距離はイメージで，実際の距離とは異なります）
(3)機械A
(4)送信機A
(5)機械B
(6)機械C
(7)機械D
(8)送信機B

A-Stopを装備した機械A(3)とA-Stopを装備した機械
C(6)は，A-Stop送信機A(4)の停止信号だけを実行し
ています。したがってA3とC6は，同じA-Stop送信機
A(4)から “リセット” 信号と “クリア” 信号を受信する
だけで引き続き運転可能になります。

複数のA-Stop送信機がA-Stop信号を送信している場
合，A-Stopコマンドを送信したすべての送信機が “リ
セット” 信号および “クリア信号” を送信する必要が
あります。図10では，A-Stopを装備した機械B(5)と
A-Stopを装備した機械D(7)が，A-Stop送信機A(4)と
A-Stop送信機B(8)によって停止しています。A-Stop
を装備した機械は，運転を続行する前に，両方のA-
Stop送信機から “リセット” 信号と “クリア” 信号を受
信する必要があります。
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注記:図10に示すように，すべての機械が停止した
後，送信機B(8)を持つオペレータは，A-Stopの “リ
セット”ボタンを押すことなく，送信機Aを持つオペ
レータと同じ位置に移動します。この場合，送信機
Bは4台の機械すべてに停止コマンドを送信したこと
になります。この場合，両方の送信機がすべての機
械に “リセット” 信号と “クリア” 信号を送信する必要
があります。

i10149162

モードインジケータライト
SMCSコード: 7605; 79AU

図 11 g07524997

(1)黄色モードインジケータライト
(2)赤色モードインジケータライト
(3)緑色モードインジケータライト
(4)青色モードインジケータライト

図 12 g07525853

(5)青色モードインジケータライト
(6)緑色モードインジケータライト
(7)赤色モードインジケータライト
(8)黄色モードインジケータライト

機械のモードインジケータライトは，図11と図12に
示すようにA-Stopを装備した機械の状態を示しま
す。モードインジケータライトの機能に関する詳細
については，自律またはリモートコントロール機械
の個別の取扱説明書を参照してください。

i10149174

A-Stopの作動
(自律停止/全停止（A-Stop）)
SMCSコード: 7605; 79AU

注意
A-stopシステムを使用する前に，送信機の周波数ラ
ベルと色が受信機と一致していることを確認してく
ださい。

A-Stopを装備した機械がA-Stop信号を受信すると，
機械はただちに停止コントロールを開始します。赤
色モードインジケータランプが点滅し，A-Stopであ
ることを示します。他のモードインジケータライト
がどのように影響を受けるかについては，自律また
はリモートコントロール機械の個別の取扱説明書を
参照してください。
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i10149151

A-Stopのクリア
(自律停止/全停止（A-Stop）)
SMCSコード: 7605; 79AU

注意
A-stopシステムを使用する前に，送信機の周波数ラ
ベルと色が受信機と一致していることを確認してく
ださい

A-Stopのリセットボタンを1秒～6秒押して，継続中
のA-Stop信号の送信を中止します。

クリアボタンを2秒以上押し続けると，A-Stopがクリ
アされます。

A-Stopを装備した機械は，停止信号を送信したそれ
ぞれの送信機を識別して記録します。A-Stopを装備
した機械では，停止信号を送信したそれぞれの送信
機が “リセット” コマンドと “クリア” コマンドを送信
した場合のみ運転を再開します。すべてのA-Stopが
クリアされると，赤色モードインジケータの点滅が
停止します。すべてのA-Stopがクリアされると，A-
Stopを装備した機械は自律，半自律，またはリモー
トコントロールモードに復帰できます。

A-Stopをクリアする場合は，影響を受けるすべての
A-Stopを装備した機械（意図した，意図しない）が
“リセット”信号および “クリア” 信号を受信している
ことを確認してください。停止信号の範囲の境界に
近い場所にあるA-Stopを装備した機械は，信号をす
ぐに受信できないことがあります。A-Stop送信機を
使用して自律運転ゾーン（AOZ）または作業現場か
ら離れるときは，運転について安全なすべての機械
に明確な信号が送信されたことを確認してくださ
い。停止した状態を維持する必要があるA-Stopが装
備された機械がある場合は，AOZまたは作業現場に
残るA-Stop送信機から該当する機械に新しいA-Stop
信号を送信します。次に，AOZまたは作業現場から
離れるA-Stop送信機から該当するすべての機械に “ク
リア”信号を送信します。AOZまたは作業現場から
離れたA-Stop送信機からクリア信号を送信できな
かった場合は，A-Stop送信機を回収して “クリア” 信
号を送信できる範囲内に戻すか，機械のキースイッ
チを切り替える必要があります。

注記:モードを変更した場合，自律走行機械のA-Stop
信号はクリアされます

i10149153

自律運転の再開
SMCSコード: 7605; 79AU

Cat ® MineStarが使用され，自律走行機械が必要な
“クリア” メッセージをすべて受信した場合，コント
ローラは自律走行機械に自動的にかけられたユーザ
ロックを解除する必要があります。ユーザロックが
解除されると，自律走行機械はA-Stop信号を受信す
る前に自律走行機械が持っていた割り当てを再開し
ます。

i10149163

自律運転の再開
SMCSコード: 7605; 79AU

Commandトラクタが必要なすべてのクリアメッセー
ジを受信したとき，機械は停止モードを維持しま
す。 Commandトラクタは，オペレータが運転室また
はオペレータコンソールのホーンを鳴らすまで，リ
モートコントロールスタンバイモードに戻りませ
ん。リモートコントロールスタンバイからリモート
コントロールモードまたは自律走行モードに移行す
るには，通常の操作手順に従ってください。

i10149130

リモートコントロール操作の再
開
SMCSコード: 7605; 79AU

Command機械が必要なすべてのクリアメッセージを
受信したとき，機械は停止モードを維持します。
Command機械は，オペレータが運転室またはオペ
レータコンソールのホーンを鳴らすまで，リモート
コントロール(RC)スタンバイモードに戻りません。
RCスタンバイモードからRCモードに移行するに
は，通常の操作手順に従ってください。

i10149164

現地でのA-Stopシステムの試験
(CAT® MineStar TMおよびリモー
トコントロール機械の場合)
SMCSコード: 7605; 79AU

注意
A-stopシステムを使用する前に，送信機の周波数ラ
ベルと色が受信機と一致していることを確認してく
ださい。

A-Stop送信機は，試験ボタンを使用することによ
り，送信機と自律またはリモートコントロール車両
システムを一緒に試験できます。

1. 1台以上の自律またはリモートコントロール機械
の範囲内で，試験ボタンを2秒以上押し続けま
す。

2.試験メッセージを受信した自律またはリモートコ
ントロールのCommand機械は，作業灯を点滅さ
せ，ホーンを鳴らすことによって試験を承認しま
す。

3.ホーンや作業灯がオンにならない場合は，自律走
行またはリモートコントロール（RC）操作を続
ける前に，ホーンや作業灯を修理してください。
ホーンの詳細については，機械に適したトラブル
シューティングマニュアルを参照してください。

注記:機械がRC保留またはRC予約の状態で試験ボタ
ンを押しても，機械の作業灯は点滅しません。
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i10149159

現地でのA-Stopシステムの試験
(CAT® MineStar TM機械の場合)
SMCSコード: 7605; 79AU

注意
A-stopシステムを使用する前に，送信機の周波数ラ
ベルと色が受信機と一致していることを確認してく
ださい。

A-Stop送信機は，試験ボタンを使用することによ
り，送信機と自律車両システムを一緒に試験できま
す。

1. 1台以上のCommand機械の範囲内で，試験ボタン
を2秒以上押し続けます。

2. A-StopシステムをインストールしたCommand機械
は，試験メッセージを受信すると，以下の方法で
試験を承認します。

• 機械の作業灯がオフの場合 -機械の作業灯を0.5秒
間オンにしてからオフにします。次に，ホーンを
1秒間オンにします。

• 機械の作業灯がオンの場合 -機械の作業灯を0.5秒
間オフにしてから再度オンにします。次に，ホー
ンを1秒間オンにします。

ホーン応答によるA-Stop試験の確認は，A-Stopシス
テムの動作を確認するため，Command機械の周囲で
作業する際に使用できます。

注記:機械がRC保留またはRC予約の状態で試験ボタ
ンを押しても，機械の作業灯は点滅しません。

注記:ホーンや作業灯がオンにならない場合は，自
律走行またはRC走行を続ける前に，ホーンや作業灯
を修理してください。ホーンの詳細については，機
械に適したトラブルシューティングマニュアルを参
照してください。

i10149182

A-Stop送信機
(自律停止/全停止（A-Stop）)
SMCSコード: 7605; 79AU

図 13 g06061577

代表例
A-Stop送信機充電ポート

電電源源おおよよびび充充電電

注記:充電式バッテリは修理対象外です。交換しな
いでください。

• A-Stopリモート送信機を充電する場合は，付属の
バッテリ充電器のみを使用してください。

• 送信機は，必要に応じて充電してください（通常
の使用で1～3日ごとの充電を推奨）。また，バッ
テリ残量が少なくなると，送信機から警告音が鳴
ります。

注記:送信機が使用中でなければバッテリ残量低下
の通知や表示を確認しないため，定期的に充電する
ように注意する必要があります。

• 充電ポートは，送信機の左下にあります。ゴムの
プラグシールを持ち上げ，充電器のプラグを送信
機のボトムに挿入します。

• ONのLEDの点滅が止まり，緑色に点灯したまま
になったら，デバイスの充電は完了しています。
充電器から取り外すことができます。
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• 充電しないときは，A-Stop送信機のプラグシール
を元に戻します。

AA--SSttooppテテスストトスステテーーシショョンン（（991199
MMHHzzののみみ））

図 14 g07608596

A-Stopテストステーション
(1) MineStarパーソナルコンピュータ（PC）
(2) RJ-45イーサネットワイヤ
(3)テストステーション

注記:運搬用Commandのテストステーションは
919MHzの地域でのみ使用されるため，追加の試験
ボックスは作成されません。

A-Stopテストステーション（MineStar 919MHzシステ
ムのみ）は，個別のA-Stop送信機の動作を試験する
ために使用します。詳細については，"仕様"にある
仕様表を参照してください。テストステーションで
は，システムが送信機の動作が正常であるかを確認
でき，Cat ®MineStar TMシステムでは，どの送信機が
誰にチェックアウトされたかを確認できます。

• 送信機（919MHz）は，Cat® MineStar TMシステム
のソフトウェアプログラムを使用して個人に割り
当てることができます。

• 自律式作業の区域に入るオペレータに十分なアク
セスを提供する目的で，1つの鉱山現場に複数の
チェックアウトステーションが設置されている場
合もあります。

• 送信機がユーザに割り当てられた後，送信機を返
却する前に再試験できます。

• 送信機がテストステーションでリモートコン
ピュータを使用して割り当てられた場合，その割
り当てはCat®MineStar TMシステムのクライアント
ソフトウェアのA-Stopページに表示されます。

CCaatt®® MMiinneeSSttaarr TTMMシシスステテムムリリモモーートト
PPCCにによよるるAA--SSttoopp送送信信機機のの試試験験

A-Stop試験機能は，Cat ® MineStar TMシステムソフト
ウェアに組み込まれています。送信機は，動作する
テストステーションが範囲内にあれば，いつでも試
験できます。事前に行う送信機のテスト完了から15
分以内にユーザへ割り当てる必要があります。

送信機の試験
1.リモートCat ®MineStar TMシステムコンピュータの

A-Stopタブに移動します。

図 15 g07763166

代表例
(4) A-Stopボタン
(5)試験ボタン

2.送信機のバッテリが十分に充電されていることを
確認します。 “試験” ボタン(5)を押し続け，次に
“A-Stop” ボタン(4)を押して試験を開始します。ボ
タンから手を放します。
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テストステーションによって，試験信号の送信を確
認します。MineStarパーソナルコンピュータは信号
を確認し， “A-Stopステーション”タブに試験結果を
表示します。

注記:停止ボタンを押すだけで，A-Stop信号が通知さ
れます。意図せずにA-Stop信号をトリガーしないよ
う，手順に従ってください。

試試験験結結果果

図 16 g06061593

Webバージョンの試験結果

上の画像は， “MineStar Webバージョン” のA-Stopテ
ストステーションの結果ページです。

1.結果ページの上部にある “Tasks” （タスク）タブを
クリックします。

2.ドロップダウンの “Automation” （自動）を選択し
ます。

3. “A-Stop” タブを選択します。
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図 17 g06061598

試験結果が画面に表示されます。

上の画像は， “MineStarシステムクライアント”の試
験結果ページです

1.上部の “ツールバー” の “Contents” （内容）をク
リックします。

2.ドロップダウンの “Autonomy” （自律）を選択しま
す。

3. “A-Stop Page” （A-Stopページ）タブを選択しま
す。

送信機を試験した後，画面に結果と情報を表示でき
ます。試験結果が不合格の場合，不合格の原因とし
て以下の条件が考えられます。

送信機の充電が十分でないため，使用前に追加の充
電が必要です。

注記:送信機で2回試験を試行しても不合格になる場
合は，追加のトラブルシューティングのために送信
機を修理に出す必要があります。

送信機が試験に合格すると，ユーザに送信機を割り
当てることができます。

ユユーーザザへへのの送送信信機機のの割割りり当当てて

図 18 g07763180

(6) Allocate（割り当て）ボタン

1.ユーザに割り当てる送信機の行を選択します。

2.画面右上の “Allocate” （割り当て）ボタン(6)を使
用して，ユーザに送信機を割り当てます。
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図 19 g02881098

3.ポップアップウィンドウが表示され，既知のユー
ザリストから名前を選択するか，画面下部の
フィールドにゲストユーザの名前を入力できま
す。

a.他のユーザにすでに割り当てられている送信機
を新しいユーザへ割り当てる送信機として選択
する場合，送信機のテスト完了から15分以内で
あれば，テストステーションはこの新しいユー
ザに送信機を割り当てます。

直前の15分間に送信機のテストが行われていない場
合は，送信機をシステムに戻します。その後，通常
の試験と割り当て手順に従います。送信機の返却の
詳細については，“送信機の返却”の項を参照してく
ださい。

注記: A-Stopテストステーションを使用して試験され
ていないか，チェックアウトされていないA-Stop送
信機は，送信機が適切な動作状態にあり，機械の受
信機と同じ周波数であれば，自律走行機械を停止で
きます。

リストからユーザを選択するか，ゲストユーザ名を
指定すると送信機が割り当てられ，試験結果画面が
更新され，送信機が誰に割り当てられたかが表示さ
れます。また，送信機は再試験でき，試験結果画面
の “Re-Tested” （再試験）欄にチェックボックスが表
示され，再試験が成功したことを示します。この再
試験機能は，新しいユーザを割り当てずに送信機の
適切な動作を確認するため，休憩やアクティビティ
の時間が終わって仕事に復帰するユーザも利用でき
ます。

送送信信機機のの返返却却

図 20 g07763183

(6) Allocate（割り当て）ボタン

送信機がテストステーションのエリアに返却されて
使用する必要がなくなったら，Cat ® MineStar TM Web
バージョンを開き， “Allocate” （割り当て）ボタン
(6)を選択して送信機を返却します。試験結果画面が
更新され，送信機が返却されたことが表示されま
す。
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図 21 g07763068

(7)解放ボタン

MineStarシステムクライアントで行を選択し，
“Release” （解放）ボタン(7)をクリックして行を解放
します。
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給給油油整整備備間間隔隔

整整備備補補足足情情報報

i10445996

整備基準値
SMCSコード: 7605

仕仕様様

表 28

A-Stop規則

項目 基準
周波数

866.5 MHz 868.3 MHz 919 MHz 922.6 MHz

発信器

機種 ASTOP 2C ASTOP 2A ASTOP 2 ASTOP 2B

周波数テキストの背
景色 緑色 赤色 黒色 青色

周波数テキストの色 白色

受信機

機種 ASTOP 1C ASTOP 1A ASTOP 1 ASTOP 1B

周波数テキストの背
景色 緑色 赤色 黒色 青色

周波数テキストの色 白色

受信機アンテナ
背景色 黒色

ストライプ色（デュ
アルストライプ） 緑色

注記:世界的に使用される前は，919 MHzの周波数の
送信機と受信機には特定の周波数ラベルはありませ
んでした。ラベルがない場合，名称を確認のうえ，
お近くのCat ®ディーラに送信機/受信機が適合してい
るかどうかをお問い合わせください。

注記:送信機と受信機（各4種類）については，図22
と図29を参照してください。
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図 22 g07763253

866.5 MHz送信機
図 23 g07763257

868.3 MHz送信機
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図 24 g07763261

919 MHz送信機
図 25 g07763251

922.6 MHz送信機
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図 26 g07763266

866.5 MHz受信機
図 27 g07763263

868.3 MHz受信機
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図 28 g07763262

919 MHz受信機
図 29 g07763264

922.6 MHz受信機

図 30 g07559934

先端に緑色のストライプが入った受信アンテナ

表 29

Country（カント
リー） 866.5 MHz 868.3 MHz 919 MHz 922.6 MHz

日本 - (1) - - X (2)

インド X - - -

アメリカ合衆国 - - X -

カナダ - - X -

（続き）
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（表 29，続き）

Country（カント
リー） 866.5 MHz 868.3 MHz 919 MHz 922.6 MHz

オーストラリア - - X -

ニュージーランド - - X -

ブラジル - - X -

ペルー - - X -

チリ - - X -

オーストリア - X - -

ベルギー - X - -

ブルガリア - X - -

クロアチア - X - -

キプロス - X - -

チェコ - X - -

デンマーク - X - -

エストニア - X - -

フィンランド - X - -

フランス - X - -

ドイツ - X - -

ギリシャ - X - -

ハンガリー - X - -

アイルランド - X - -

イタリア - X - -

ラトビア - X - -

リトアニア - X - -

ルクセンブルク - X - -

マルタ - X - -

オランダ - X - -

ポーランド - X - -

ポルトガル - X - -

ルーマニア - X - -

スロバキア - X - -

スロベニア - X - -

スペイン - X - -

スウェーデン - X - -

英国 - X - -

アイスランド - X - -

イスラエル - X - -

リヒテンシュタイン - X - -

ノルウェー - X - -

スイス - X - -

南アフリカ - X - -

ウクライナ - X - -
(1) 該当なし
(2) 該当
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注記:世界的に使用される前は，919 MHzの周波数の
送信機と受信機には特定の周波数ラベルはありませ
んでした。ラベルがない場合，名称を確認のうえ，
お近くのCat ®ディーラに送信機/受信機が適合してい
るかどうかをお問い合わせください。

受信機と送信機によるシステムの動作への影響につ
いては，"一般情報"を参照してください。

受受信信機機

表 30

基準 説明

高さ 45.2 mm (1.80 inch)

幅 126 mm (5.0 inch)

全長 213.9 mm (8.40 inch)

質量 0.512 kg (1.130 lb)

作動温度範囲
−40 °C to 85 °C
(−40 °F to 153 °F)

保管温度範囲
–50 °C to 95 °C
(−58 °F to 171 °F)

周波数管理 シングルチャンネル

無線電力（最大） Rx - 0.02 mW

最大作動範囲 受信機間で最大20 m (65 ft)

入力電圧 9 V ~ 32 V

発発信信器器

表 31

基準 説明

高さ 27.4 mm (1.07 inch)

幅 75.8 mm (2.98 inch)

全長
119.8 mm
(4.71 inch)

質量 0.182 kg (0.401 lb)

作動温度範囲
−18 °C to 65 °C

(−0.4 °F to 149 °F)

保管温度範囲
−28 °C to 65 °C

(−18.4 °F to 149 °F)

周波数管理 シングルチャンネ
ル

無線電力

866.5 MHz 20 mW

868.3 MHz 16 mW

919 MHz 16 mW

922.6 MHz 0.16 mW

（続き）

（表 31，続き）
基準 説明

最大作動範囲

日本向け
携帯型送信機 -受
信機間で最大100 m

(328 ft)

その他のすべての
国

携帯型送信機 -受
信機間で最大300 m

(984 ft)

供給電圧 1.2 V

バッテリ容量 2,300 mAh

充電時間 4時間以下

許容充電周囲温度
−5 °C to 45 °C
(23 °F to 113 °F)

バッテリ形式 Ni-MH

送送信信機機のの充充電電器器

表 32

基準 説明

CAT部品番号 373-8621 647-7116

関連モデル ASTOP 2
ASTOP 2A

ASTOP 2B
ASTOP 2C

質量 < 1.0 kg (2.2 lb) < 1.0 kg (2.2 lb)

充電温度範囲
0 °C to 40 °C

(32 °F to 104 °F)
-20 °C to 40 °C
(-4 °F to 104 °F)

保管温度範囲
−40 °C to 85 °C
(−40 °F to 153 °F)

−30 °C to 80 °C
(−22 °F to 144 °F)

ACアダプタ -入力
電圧 100 V～240 V 100 V～240 V

ACアダプタ -入力
周波数 50/60 Hz 50/60 Hz

ACアダプタ -出力
コネクタ

バレルプラグ，
2.5mm I.D. x 5.5mm

O.D. x 9.5mm

バレルプラグ，
2.5mm I.D. x 5.5mm

O.D. x 11mm

ACアダプタ -出力
DC電圧 5 V 5 V

（続き）
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（表 32，続き）
基準 説明

ACアダプタ -出力
電流（最大） 2A 3.6A

最大電力 10W 18W

i10149180

保守整備に関する一般情報
SMCSコード: 7605

図 31 g06061577

全停止（A-Stop）送信機の代表図

本項では，建設産業機械用のCAT ® A-Stop送信機を
搭載した機械の基本的なメンテナンスについて，リ
モート機械操作の手順を説明します。このメンテナ
ンスは特に，ベースとなる機械以外のA-Stop送信機
に必要な追加コンポーネントに関するものです。

手手入入れれ

運転後（各シフト）は，A-Stop送信機を清掃してく
ださい。ボタンやポートの詰まりを防ぐため，清潔
な乾いた布を使用してA-Stop送信機から泥，汚れ，
コンクリートなどを取り除きます。

運転後は，A-Stop送信機，関連機器，取扱説明書を
鍵のかかる場所に保管してください。これにより，
不必要な損傷，不正使用，盗難などを防止できま
す。

輸輸送送

A-Stop送信機を持ち運ぶ際は，ボタンが接触しない
ように注意してください。お使いのホスト機械の取
扱説明書の機械の輸送を参照してください。
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i10445994

給油整備間隔
SMCSコード: 7605

運転および給油整備の手順を実施する前に，安全に
関するすべての注意事項，警告，および説明に必ず
目を通して把握しておいてください。

維持管理は，すべての調整を含むメンテナンスの性
能，通常摩耗および経年変化によるコンポーネント
の交換を含めて，お客様の責任で実施する作業で
す。適切な定期給油整備の時期や手順を守らない
と，製品の性能悪化やコンポーネントの摩耗促進を
起こすおそれがあります。

注記:各回の給油整備は，必ず前回分の給油整備を
済ませてから実施してください。

注記:各回の給油整備は，必ず前回分の給油整備を
済ませてから実施してください。

サービス時間が満たされていない場合，次のガイド
ラインに従ってください。

10～100サービス時間の間に表示される項目は，少
なくとも3か月ごとに実施する必要があります。

250～500サービス時間の間に表示される項目は，少
なくとも6か月ごとに実施する必要があります。

1,000～2,500サービス時間の間に表示される項目
は，少なくとも毎年実施する必要があります。

不不定定期期のの整整備備

"モードインジケータライト -清掃" . . . . . . . . . . . . .41

"送信機 -清掃" . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .43

1100ササーービビスス時時間間ままたたはは毎毎日日

"キャブ取付けコンポーネント -点検" . . . . . . . . . . .41

"ホーン -試験" . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .41

"リモートコントロールモードインジケータライト -
試験" . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .42

"ルーフマウント式コンポーネント -点検" . . . . . . .42

"作業灯 -試験" . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .44

225500ササーービビスス時時間間ごごとと

"コンポーネント -点検" . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .41
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i10149175

キャブ取付けコンポーネント -
点検
SMCSコード: 7008-535

手手動動オオーーババラライイドドススイイッッチチ

• 手動オーバライドスイッチに緩みがないことを確
認します。ホスト機械の取扱説明書を参照してく
ださい。

• 手動オーバライドスイッチの外部に損傷がないこ
とを確認します。

• 手動オーバライドスイッチの配線を点検します。
ホスト機械の取扱説明書を参照してください

i10149131

コンポーネント -点検
SMCSコード: 7003-535; 7008-535

リモートコントロール（RC）/手動ス
イッチ
1.リモートコントロール（RC）/手動スイッチに損
傷，粉塵，泥，セメントなどがないかどうか点検
します。

2. RC/手動スイッチがしっかり取り付けられてお
り，正常に回転することを確認します。

i10149127

ホーン－試験
SMCSコード: 7402-081

メンテナンス手順を開始する前に，お使いのホスト
機械の取扱説明書の整備のための機械の準備を参照
してください。

車載自律/全停止（A-Stop）受信機を搭載した各機械
のホーンを点検し，ホーンが正しく機能することを
確認します。ホスト機械の取扱説明書を参照してく
ださい。

ホーンが作動しない場合は，自律走行またはリモー
トコントロール（RC）操作を続ける前に，ホーンを
修理してください。ホスト機械のトラブルシュー
ティングマニュアルを参照してください。

i10149170

モードインジケータライト -清
掃
SMCSコード: 1429-070

化学薬品の不適切な取り扱いにより，人身傷害が発
生する可能性があります。

ノズルの清掃作業に必要なすべての保護具を使用す
るようにしてください。

使用する化学薬品のラベルおよび製品安全データ
シートに記載されたすべての指示と危険性を読んで
理解してください。

化学薬品の取扱い，保管および廃棄については，化
学薬品メーカが推奨するすべての安全上の注意事項
に従ってください。

注意
次の化学薬品，または次の化学薬品が含まれた液剤
は使用しないでください。

• アセトン

• エチルアルコール

• トルエン

• エチル酸

• アンモニア

• 塩化メチル

別の化学薬品や液剤をお持ちの場合に，その化学薬
品や液剤が適切であるかどうか確信が持てないとき
は使用しないでください。上のリストにある化学薬
品を使用すると，モードインジケータライトに修正
できない損傷が生じるおそれがあります。市販の
ウィンドウクリーナによっては，アンモニアが含ま
れている場合があり，その場合は使用できません。

お使いのホスト機械の取扱説明書のPrepare the
Machine for Maintenanceを参照してください。

1.全停止（A-Stop）が装備された機械のモードイン
ジケータライトが，ライトの視認性を妨げる可能
性がある素材で覆われていないことを確認しま
す。

2.ライトの清掃には，必要に応じて，湿らせた布ま
たは水のスプレーを使用してください。

注記:また，モードインジケータライトは，スプ
レー洗浄または湿らせた布を棒につけてグラウンド
レベルから洗浄できます。
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i10149126

リモートコントロールモードイ
ンジケータライト -試験
SMCSコード: 1429-081

1.機械を利便性の良い安全な場所に駐車し，リモー
トコントロール（RC）操作を開始します。

2.機械で，パーキングブレーキをかけます。ホスト
機械の取扱説明書を参照してください。

3.機械で，作業装置を地面に下ろし，油圧ロックア
ウトスイッチをオンにします。ホスト機械の取扱
説明書を参照してください。

4.機械のキースイッチをオフにします。機械の拡張
エンジンクールダウンシーケンスが中断されない
ようにして，マスタバッテリディスコネクトス
イッチをオフにします。ホスト機械の取扱説明書
を参照してください。

5.手動/リモートモードスイッチを「REMOTE」（リ
モート）位置にします。ホスト機械の取扱説明書
を参照してください。

6.マスタバッテリディスコネクトスイッチをオンに
します。ホスト機械の取扱説明書を参照してくだ
さい。

7.リモートコントロールインジケータライトが約30
秒間点滅します。すべてのインジケータを点検
し，インジケータが正しく機能していることを確
認してください。

1つまたは複数のインジケータが点滅しない場合
は，マスタバッテリディスコネクトスイッチをオ
フにします。続行する前に，インジケータを修理
する必要があります。インジケータが故障してい
ると，機械の周囲にいるオペレータを誤った方向
に誘導したり，リモートコントロールの操作に気
づかなかったりすることにより，負傷や死亡につ
ながるおそれがあります。

i10149125

ルーフマウント式コンポーネン
ト -点検
SMCSコード: 7008-535; 7278-535

必要なメンテナンスを実施する際にコンポーネント
に直接アクセスする場合に，適切な外部ラダーまた
はプラットフォームを使用しないと，滑ったり転落
したりして人身傷害や死亡事故が発生する恐れがあ
ります。メンテナンスを実施する際にコンポーネン
トに直接アクセスする場合は，必ず適切な外部ラ
ダーまたはプラットフォームを使用してください。

アクセス･プラットフォームの不適切な操作は、傷
害や死亡事故を起こす危険性があります。オペレー
タは各自の責任を正しく果たし、車両およびアクセ
ス･プラットフォームの操作に関する指示およびガ
イドラインをすべて遵守する必要があります。

作業装置を下ろす際には，作業装置の周囲に誰もい
ないことを確認してください。

この確認を怠ると重大事故が発生する恐れがありま
す。

注記:ルーフマウント式コンポーネントにアクセス
する際には，アクセスのための安全手順を遵守して
ください。3個所で身体を支える姿勢を維持する
か，またはボディハーネスを使用するようにしま
す。

受受信信機機 -- 点点検検

注記:無線アンテナおよびアンテナ接続部の詳細に
ついては，本取扱説明書の運転操作編を参照してく
ださい。

お使いのホスト機械の取扱説明書のPrepare the
Machine for Maintenanceを参照してください。

• 自律/全停止（A-Stop）受信機に亀裂や損傷がない
ことを確認します。

• A-Stopコネクタが強く締め付けられており，損傷
がないことを確認します。

• 同軸ケーブル接続部に汚れがなく，接続部が強く
締め付けられていることを確認します。

• アンテナの土台が固定されており，損傷していな
いことを確認します。

• 同軸ケーブルに損傷がないことを確認します。

i10445995

ルーフマウント式コンポーネン
ト -点検
SMCSコード: 7008-535; 7278-535

必要なメンテナンスを実施する際にコンポーネント
に直接アクセスする場合に，適切な外部ラダーまた
はプラットフォームを使用しないと，滑ったり転落
したりして人身傷害や死亡事故が発生する恐れがあ
ります。メンテナンスを実施する際にコンポーネン
トに直接アクセスする場合は，必ず適切な外部ラ
ダーまたはプラットフォームを使用してください。
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アクセス･プラットフォームの不適切な操作は、傷
害や死亡事故を起こす危険性があります。オペレー
タは各自の責任を正しく果たし、車両およびアクセ
ス･プラットフォームの操作に関する指示およびガ
イドラインをすべて遵守する必要があります。

作業装置を下ろす際には，作業装置の周囲に誰もい
ないことを確認してください。

この確認を怠ると重大事故が発生する恐れがありま
す。

ご使用のホスト機械の取扱説明書に記載の乗降の項
目を参照してください。

お使いのホスト機械の取扱説明書のPrepare the
Machine for Maintenanceを参照してください。

注記:ルーフマウント式コンポーネントにアクセス
する際には，アクセスのための安全手順を遵守して
ください。3個所で身体を支える姿勢を維持する
か，またはボディハーネスを使用するようにしま
す。

注記:無線アンテナおよびアンテナ接続部の詳細に
ついては，本取扱説明書の運転操作編を参照してく
ださい。

図 32 g07569167

代表例
(1)アンテナ
(2)同軸ケーブル

1.同軸ケーブル(2)接続部に汚れおよび緩みがないこ
とを確認します。

2.アンテナ(1)のマウンティングが固定されており，
損傷していないことを確認します。

3.同軸ケーブル(2)に損傷がないことを確認します。

アンテナや同軸ケーブルに摩耗や損傷が見つかった
場合は，CAT ®ディーラにご連絡ください。

i10149167

送信機 -清掃
SMCSコード: 7490-070

化学薬品の不適切な取り扱いにより，人身傷害が発
生する可能性があります。

ノズルの清掃作業に必要なすべての保護具を使用す
るようにしてください。

使用する化学薬品のラベルおよび製品安全データ
シートに記載されたすべての指示と危険性を読んで
理解してください。

化学薬品の取扱い，保管および廃棄については，化
学薬品メーカが推奨するすべての安全上の注意事項
に従ってください。

注意
次の化学薬品，または次の化学薬品が含まれた液剤
は使用しないでください。

• アセトン

• エチルアルコール

• トルエン

• エチル酸

• アンモニア

• 塩化メチル

別の化学薬品や液剤をお持ちの場合に，その化学薬
品や液剤が適切であるかどうか確信が持てないとき
は使用しないでください。上のリストにある化学薬
品はどれも使用してしまうと，ステータスディスプ
レイ画面に修正できない損傷が生じるおそれがあり
ます。市販のウィンドウクリーナによっては，アン
モニアが含まれている場合があり，その場合は使用
できません。

お使いのホスト機械の取扱説明書のPrepare the
Machine for Maintenanceを参照してください。

送信機のボタンやインジケータに汚れ，亀裂，摩耗
などがなく，読み取れることを確認してください。
ボタンに亀裂や裂け傷などの視認性の問題を発見し
た場合は，送信機を交換する必要があります。
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i10149123

作業灯 -試験
SMCSコード: 1434-081

A-Stopレシーバを装備した各機械の作業灯を点検
し，各機械の取扱説明書に従ってすべての作業灯が
正しく機能することを確認します。作業灯がオンに
ならない場合は，自律走行またはリモートコント
ロール（RC）操作を続ける前に，作業灯を修理して
ください。作業灯の詳細については，該当する機械
のトラブルシューティングマニュアルを参照してく
ださい。
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参参考考情情報報編編

関関連連資資料料

i08309662

関連資料
SMCSコード: 1000; 1054; 108K; 1261; 1263; 1300;
1308; 1926; 3030; 4450; 4469; 4480; 4490; 4491; 5068;
5070; 5927; 6282; 6319; 6320; 6461; 6700; 7000; 7342;
7451; 7605; 7615; E100; E200

ご使用の製品に関するその他の資料をCatディーラ
またはpublications.cat.comから購入できる場合があり
ます。製品名，販売モデルおよびシリアル番号を使
用して，製品に関する正しい情報を入手してくださ
い。

publications.cat.com

i08309660

解体および廃棄
SMCSコード: 1000; 1021; 4450; 4480; 5927; 6319;
6320; 6700; 7000; 7002; 7541; E100; E200

製品を廃棄処分する際，製品の廃棄に関する法規は
地域によって異なります。製品の廃棄に関する法規
は，地域によって異なります。

廃棄物を適正に処理しないと環境に害を及ぼす恐れ
があります。材料の廃棄に関するすべての地域の規
制に従ってください。

製品を廃棄する場合は適切な個人用保護具を利用し
てください。

詳細については，最寄りのCatディーラにお問い合わ
せください。コンポーネントの再生と各種のリサイ
クル方法についても同様です。
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製品およびディーラ情報
注記: 製品識別プレート取付け位置に関しては，取扱説明書の ”製品識別情報”をご参照ください。

納品日:

製品情報
名称:

製品識別番号:

エンジンシリアル番号:

トランスミッションシリアル番号:

発電機シリアル番号:

アタッチメントシリアル番号:

アタッチメント情報:

顧客装置番号:

ディーラ装置番号:

ディーラ情報
店名: 支店:

住所:

ディーラ連絡先 電話番号 営業時間

販売:

部品:

整備:
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